
Japan Society of Engineering Geology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Engineering 　Geology

8 ． 北海道 に お け る斜 面 災害履 歴 と通 行規制 記 録 の 分析

Analysis　of 　Slope　Failure　Records　along 　National　Highway　in　Hokkaido

○伊 東佳 彦 （（独 ）上 木 研 究 所 寒地 土 木 研 究所 ），阿 南修 司 （（独）十木研究所），高橋幸継

　　　（釧 路 開発 建 設部），倉橋稔幸，大 日向 昭 彦 （（独 ）土 木 研 究 所 寒 地 十木 研 究 所 ）

Yoshihiko　 Eto，　Shuj　i　 Anan ，　Yukitsugu 　Takahashi ，　Toshiyuki 　Kurahashi，　Akihiko　Obinata

1．は じ め に

　斜 面 崩 壊 は ，そ れ が 比 較 的 大 規 模 あ る い は 被害 が 顕

著 で あ れ ば文 献等 に 記 録 が 保存 され る が ，小規模 な も

の は 記録 に 残 りに く い ，しか し，こ の よ うな 小 規模 な

斜 面 崩 壊 の 記 録 は 地域 の 崩壊特性 を知 る 上 で 重要 な 知

見 で あ る ．筆者 ら は ，北 海 道 に お け る 斜 面 災 害 や そ の

国道 に お け る 通 行 規 制 記 録 と の 関 係 を 検 討 し て き た

1），2 ｝
が ，今 回，北海道 で 近年発 生 し た 斜面崩壊履歴 を 可

能 な 限 り 小 規模 な も の ま で 収 集 ・整 理 し地 質や誘 囚 と

の 関 係 を整 理 し た の で ，以 ドに 報 告す る ．

2．調査 方 法

　北海道内 で 発生 し た 斜面崩壊履 歴 に つ い て ，以 下 の

い ず れ か に 該 当す る も の を 収 集 整 理 し た．

（1） 国 道 に お け る 防 災 カ ル テ 点 検業 務 等 の 受 注 コ ン

サ ル タ ン トが 現 地 対 応 した も の

（2） 文 献等 で 諸元 が 確 認 で き る も の

表
一1　 発生 年度別 の 斜 面 崩 壊 の 種 別

落不 崩壊 岩盤 崩

壊

地 す
べ り

十 石

流

合 計

〜199〔｝ o4 516o25
〜1997 o3 164023

⊥998 106 210 ］9

1999 1311 2o026

2〔｝00 74 2 〔｝ 013

2001 32 2007

2002 91 10o ／2

2003 68 201 ／6

2DO4 197 20o28
2005 1818 20o38

2006 1514 30o34

20D7 2217 10240

2008 239 5oQ39

2009 2313 30243

2〔〕10 1020 01460

不 詳 02 Do2931

合 言1 ／78139 482238425

注 ） 「地 す べ り」 の 活 動期間 が複数年に 及ぶ場合は，発生また は

　 活 動 開 始 時 を記 録 した．1不 詳 1 は，発 生ま た は開 始の 時期

　 に つ い て 年 単 位 で は特 定で きな い もの を示 す．

3．結果 と考察

3．1 崩壊履歴

　収 集 した 斜 面 崩 壊 履 歴 総 数 は 425 件 で あ る，発 生 年

度別 の 斜 襾 崩壊履 歴 を 表
一1 に 示 す．（1）の 記 録 を 整理

で き た 1998 年 以 降 は 落 石 や 崩壊 を 中心 と す る 小 規模

な崩壊 ま で 把握 で き て い る が，1997 年 以 前 の 記 録 で は

小規模崩壊 は把 握 で き て い な い ．ま た，2004 年度 頃 か

ら件数 が 増加傾 向に あ る が，こ れ は 記 録 や 報 告 の 密 度

が 高 くな っ た た め で あ り崩 壊 が 増 加 し た た め で は な い

（［1［真典，私 信）．小 規模崩壊 が 中 心 とな る 落 看 （178 ）

と崩壊 （139）は 合計 317 件 （全 体 の 約 75％〉 を 占め る。

（1）の 記 録 が 充実す る 1998 年度 以 降 に 限 る と，377 件

中 310 件 （落 石 178，崩 壊 132）と 82 ％ を 占め る。文献 の

み に よ る斜 面 調 査 の 精度 の 限 界 が 分 か る ．

　斜 面 崩壊履歴 の 分布 を 図
一1 に 示 す ．履 歴 が 多 い の

は 積 丹 半島 や 増毛 町 〜石 狩市，岩 内〜寿都〜島牧村等

の 日本 海 沿 岸 や 文笏湖東岸 （火 砕 岩 ・火 rrl岩 ），え り も

東 海 岸 （ホ ル ン フ ェ ル ス ）で あ る．ま た ，音威 子 府村，

苫前 町 ， 恵 山 周 辺 等 に も履歴 の 集中地 域 が あ る．

　 表
一2 に 地 質 別 に み た 崩壊 履歴 を 示 す．落石 ，崩壊

等 の 小 規 模 崩壊 は ，第 匹「系 の 砂
・
礫

・
粘 ± 地 帯 に 多 く，

新第三 ・第 四 系の 熔岩
・火 砕 岩 地 帯 が こ れ に 次 ぐ こ と が

分 か る ．岩 盤 崩 壊 は，新第 二 ・第 四 系 の 熔 岩 ・火 砕 岩 地

帯 で 最 も 多く，北海道 の 代表 的 な 岩 盤 崩 壊 地 帯 が 日本
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　　　　　　 図一1　 斜面 崩壊履歴 の 分 布

海 沿 岸 の 火 砕岩 地 域 で あ る こ と を再確認 し た 格好 で あ

る．た だ，変成岩 地 帯 （え りも 等 の ホ ル ン フ ェ ル ス 地

帯 ） よ り新第 三 ・第 四 系の 堆積岩 地 帯 で の 聨 盤 崩壊 が

多 い 結果 と な っ て お り，今後 の 分析 が 必 要 で あ る．

　図
一2 に 月別 の 斜 面 崩 壊 件 数 を 示 す ．落 石 （転 石 ・

浮 石 と も） は 融雪期 で 最多 と な っ て い る ．こ れ に 対 し
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崩 壊 は，融 雪 期 に も 多 い が，夏〜秋 の 豪 雨 期 に 最多 と

な っ て お り，落石 と の 崩壊機構 の 差 に よ る も の と考 え

られ る，岩 盤 崩 壊 は，7A に 多 い 結果 と な っ て い る が ，

こ れ は 1993 年 7 月 の 北海道南西 沖 地 震 に よ る 7 件 が

影 響 し て い る た め で ，そ の 影 響 を 除 く と，落冶 や 崩壊

の よ うに 顕著 な 変動 は 認 め ら れ な い ．

　 表 一3 に 誘 因 別 に み た 崩壊履 歴 を示 す，誘 因 は 降 雨

が 最 も多 い が ，積雪寒冷地 特 有 の 条件 で あ る融 雪 ，凍

結 融解 が こ れ に 続 い て い る ，地 震 は 今 回 の 調 査 範 囲 で

は 19 件 で ，全 体 の 約 4．5％ で あ る．表 で 注 目 され る の

は 経年変化，大型動物，お よび 人 為 で あ り，今 後 は こ

の よ うな 誘 因 を 意 識 した 斜 面 防 災 も必 要 とな っ て く る

と考 え られ る ．

3．2 崩壊履 歴 と通 行規制

　 斜 面 崩 壊 と通 行規制 と の 間 に は 次 の 関係 が 考え ら

れ る．

　   通 行 規 制 を 実 施 中 に 斜 面 崩壊 が 発 生 ．

　   通 行 規 制 を 実 施 した が 斜面崩壊 は 発 生 せ ず．

　   通行規制 を実施 し なか っ た が，斜 面崩 壊 が 発 生

　 　 し通 行 規 制 を 実 施 ．

　   通 行観 制 を 実施 し な か っ た が 斜 面 崩 壊 が 発 生 し

た ．しか し，（崩 壊 規 模 が 小 さ い 等 の 理 由 で ）通 行規制

は 実施 し なか っ た ．

　   は 予 測 が 的 中 し た 理 想 的 な 場合 で あ り，  は 「見

逃 し 1 に 該 当す る．  は い わ ゆ る 「オ オ カ ミ少 年 」 に

該 当 す る．通 行 規 制 が 必 要 な の は   お よ び   の 場 合 で

あ る （以 下 「要 規 制 崩壊 s と 呼 ぶ ）．

　要規制崩壊 35 件 の 崩壊 タ イ プ の 関係 を 表
一4 に 示

す，事前 に 通 行規 制 を 実施 で き た の は 8件 で ，8〆35＝23％

が 「的 中 1 し た こ と と な る ，崩壊 タ イ プ 別 に 見 る と，

崩 壊 が 23 件 と 最 も 多 く，うち 7 件 で 通 行規制 を 実 施 し

て い る．落h6 件 と岩盤崩壊 4 件 で は 全 て 「見 逃 し」

で あ る の と比 較す る と崩 壊 の 的 中 率 は 7！23＝30％ と，相

対 的 に 高 い と 話
．
え る ．こ れ は 崩壊 の 誘 因 と し て 降 雨 が

多い こ と と 関 連 して い る．降 雨 に よ る的 中 率 の 精 度 向

上 に 加 え、降雨以 外 の 誘 囚 に お け る 的 中 率 の 精 度 向 上

が 重 要 で あ る と 考 え られ る．
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表 一2 　 地 質 別 の 崩 壊 履 歴

落 石 崩 壊 岩 盤

崩 壊

地 す
べ り

土

有

流

合 計

第 四

系

火 山灰 3700111

砂 ・礫 ・
粘 十

7843o25128

新 第

　ゑ〜
男

四 系

溶岩 ・火
砕 岩

55271921104

堆 積 岩 ll1913ll054

堆積 岩 llll27031先 新

第 三

系

火 Ilr岩 003003

変 成 岩 6260 ［ 14

不 明 143G503079

合 計 卩 8B9482238425

353

爵

2s2G1fi

冊

59
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図
一2　 月 別 、崩壊種 別 の 発 生 件 数

表
一3　 誘 因

落 石 崩壊 岩 盤

崩 壊

地 す

べ り

土 石

流

合計

降雨 38788537166

1融 雪 282351o57

凍 結 融解 161 呂 oo25

経 年 変 化 16341o24

地 震 1792019

大 型 動物 18o000 上8

人 為 105 正 1017

強 風 710oO8

そ の 他 33oD 〔〕 6

不 明 41181312185

合 計 178B9482238425

比 率「
嬉 41．832 ．7U 、35 ．28 ．9100

表一 4 要 規制 崩 壊 の 崩壊 タ イ プ

区 分 タ イ プ   ； 通 行

規 制 中に 発 牛

タ イ プ   ： 災 害発

生 で 通 行 規 制

合 計

落 石 0 6 6

崩壊 7 16 23

岩盤 崩 壊 0 4 4

地す べ り 0 Q 0

1．石 流 1 ／ 2

合計 8 27 35
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